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一学期終業式 校長の言葉（抜粋）

一学期の始業式で、「夢や希望を叶えるために高い目標をもってほしい。自分の夢

や希望をかなえるために、人から言われなくて自分から行う。行動する。」ということを

話した。言い換えると「手を加える」ということである。 少し、振り返ってみましょう。

まず、はじめに挨拶について。「おはようございます」「こんにちは」など、たった一言

の挨拶には、相手を認め、大切にする意味が込められている。自分からの挨拶、おじぎ

をする挨拶、気持ちを伝える挨拶、どうでしたか？

顔を合わせると自分から気持ちよく挨拶する人、たくさんいた。人として必要な力がよく育っている。 車の運転

中、赤信号で車は止まる。歩行者の信号は当然、青。 渡り終えたら深々と頭を下げる有家中学校の先輩方をよく

見かけた。みなさんにも少しずつ身に付いてきたようだ。

次に、「勉強」について。先生から教えていただいたこと、自ら学んだことがよく分かり、自分の力となったか。

机には本当に必要なものだけを準備し、集中して取り組むことが大切。学力検査の結果や通知表を見たところ、

よくがんばっている人もいた。また、残念ながら十分自分の力を出し切れていない人もいた。

そこで、提案です。 学習プリントや作品・絵などへの取組も夏休みの宿題としてあるのだが、毎日続けてほしい

ことがある。教科書の音読、算数の教科書のまる写し、とても簡単なことではあるが、「続ける」という難しいことに

チャレンジしてもらいたい。 国語については、一日５分、教科書を声に出して読む。算数についても、一日５分、教

科書に書かれてあることをノートに書き写す。よく分からなかった学習の復習になる。一日１０分、簡単なプラス・ワ

ンの学習。これだけでも、確実な勉強になる。夏休み40日あるので、４００分（６時間以上の学習時間）となる。毎

日、小さなことをコツコツ続けると、やがて山をも動かす「大きな力」となる。

この一学期頑張ったことがたくさんあったと思うが、渡される通知表などで確かめてほしい。

皆さんが素敵な夏休みをつくれるようお願いをする。 暑い日が続くので、熱中症や冷房にあたりすぎての病気

をしないように気を付けてほしい。 もう一つは、交通事故、水の事故に遭わないように気を付けること。

自分の「命」を大切に。健康や安全に気を付けて楽しい夏休みを過ごすこと。

また二学期始業式で元気な皆さんに会うのを楽しみにしている。

保護者の皆様には、子供の成長に合わせて、親と子の距離感を大切にしていただき、夏休みのお子

様の生活が充実するよう御配慮をお願いします。

＜ 芋畑の草取り：たてわり班 ＞

７月９日（水）これまで日照り続きでしたが、 朝の時間を

利用してたてわり班で、芋畑の草取りを行いました。 多

くの人手により、たくさんの雑草を取ることができました。

ここ数日、恵の雨が降りましたので、サツマイモの葉の

成長にも勢いが見られますし、また、残った雑草も大きくなりつつあります。 植物の生長の速さには驚かされます。

学校だより 堂崎つ子



島原特別支援学校児童と４年生・２年生との交流学習 ７月１５日（火）

特別支援学校へ通っている児童が居住する地域の学校の児童と

の活動をとおして、協力や共同活動を楽しむ交流会を行いました。

来校したのは、大平咲良さん（４年生）、大平涼くん（２年生）で

す。昨年も交流学習を行っており、子供たちや先生方と出会った瞬

間、なつかしさから満面の笑顔となりました。 リズム遊びや歌、ジャ

ンケン列車、まとあてや輪投げなどのゲーム等を通して、仲良く活動

する様子が伺えました。４年生では、保健委員として活躍する咲良さ

んの一日の様子を紹介されていました。

２学期も予定されており、交流給食や昼休 （写真）

みも一緒に過ごせたらと、お母様も話されて

いました。二人も、次回の再会を楽しみにし

ていました。

ドローンによる航空写真撮影 【7月15日（火）】

実行委委員（事業部会）により、創立１５０周年記念事業

ドローンによる人文字の撮影を行いました。

事業部会の皆さんには、これに先立って設計図を作成し、運

動場にポイントを打っていただいていました【６月２９日（日）】。

当初、１５日の午前に予定していたのですが、雨雲が心配さ

れましたので、急遽、午後からの撮影となりました。

最後に、全校児童「堂崎小学校、開校１５０年、おめでとう！」

と声高らかにお祝いしました。子供たちの心に、深く残っていく

ことでしょう。 事業部の皆様、お忙しい中、御協力ありがとうございました。

エプロン・バンダナの個人もちについて（２年生以上）

昨年度末にお知らせをしていましたように、２年生以上の児童につきまして

は、各御家庭でエプロンとバンダナを準備していただきます。それに伴いまし

て、エプロン・バンダナ・マスクを入れる巾着袋も準備してください。

また、来年度４月からは、入学児童を含めた全ての学年で、完全実施とな

ることを申し添えます。

＊ 令和８年度４月より、教室用シューズと体育館シューズの一本化を図っていくということ

について、ＰＴＡ総会時の挨拶の中でもお知らせをしました。子供の足のサイズも大きくな

っていますので、滑りにくい、現在使用している体育館シューズにあわせた方が良いので

はないかと思います。 御家庭でも確認してください。


